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（前月より２５９世帯増）�
　（２０年８月１日現在）�

２００８年　市制５０周年�

あなどれません。町田�

　

頻
発
し
て
い
る
大
地
震
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守

り
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
す
る
制
度
が
新
し
く
な
り
、

無
料
簡
易
耐
震
診
断
や
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
派
遣
が
始
ま
り
ま
す
。

　

昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

５６

３１

工
し
た
木
造
住
宅
や
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

　

申
請
受
付
は
９
月　

日
か
ら
で

２２

す
。

　

助
成
制
度
を
利
用
す
る
精
密
耐

震
診
断
を
行
う
「
木
造
住
宅
耐
震

診
断
士
」
を
募
集
し
ま
す

○
資
格　

一
級
・
二
級
建
築
士
、

木
造
建
築
士
の
資
格
を
有
し
、
市

内
及
び
隣
接
市
の
建
築
設
計
・
監

理
を
専
業
と
す
る
建
築
士
事
務
所

に
所
属
し
て
い
る
方

○
募
集
期
間　

９
月　

日
〜　

月

２２

１０

　

日
１０※

市
が
開
催
す
る
講
習
会
を
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
細
は
住
宅
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

耐
震
診
断
・
改
修
工
事
の

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

　

市
の
職
員
が
突
然
訪
問
し
て
耐

震
診
断
や
改
修
工
事
を
勧
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
が
委
託
し

て
い
る
耐
震
診
断
士
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
「
身
分
証
明
書
」
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。
不
安
に
思
わ
れ
た

ら
、
住
宅
課
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

地
域
情
報
誌
「
ま
ち
び
と
」　
Vol.

５
（
秋
号
）
は
９
月
５
日
に
発
行

し
ま
す
。

□問
 

市
民
協
働
推
進
課
��
７
２
３
・

２
８
９
１

　

あ
な
た
の
所
有
す
る
建
物
の
耐
震
診
断
、
健
康
診

断
を
し
て
下
さ
い
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
建
築
士

等
の
専
門
家
に
ご
相
談
下
さ
い
。

□問
 

建
築
指
導
課
��
７
０
９
・
０
５
９
４

　

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聞
く
た
め
に
、
「
町
田
わ
い
わ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
０
８－

ま
ち

だ
市
民
討
議
会－

」
を
（
社
）
町

田
青
年
会
議
所
と
の
協
働
で
開
催

し
ま
す
。
無
作
為
抽
出
で
選
出
さ

れ
た
２
０
０
０
人
の
方
に
は
、
９

月
上
旬
に
依
頼
書
を
送
付
し
ま

す
。
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
参
加

承
諾
書
を
ご
返
送
下
さ
い
。

　

こ
の
討
議
会
は
、
決
め
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ま

と
め
ら
れ
た
意
見
を
市
に
提
案
し

ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
市
民

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
づ
く
り
」
で

す
。

　

昨
年
は
「
昔
と
今
の
子
ど
も
の

遊
び
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま

し
た
。
提
案
は
「
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
懇
談
会
・
地
域
会
議
」

等
で
活
用
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１０

２５

１
時
〜
４
時
、　

日
（
日
）
午
前

２６

　

時
〜
午
後
４
時

１０○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎

□問
 

広
報
広
聴
課
��
７
２
４
・
２
１

０
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分分譲譲ママンンシショョンン耐耐震震化化
助助成成制制度度

◆アドバイザーに要する費用の一部を助
成します

○助成額　２万１０００円／回、耐震診断３回、
耐震設計３回まで

◆耐震診断・改修設計に要する費用の一
部を助成します

○助成額　助成対象経費の３分の２で５００万
円上限。助成対象経費＝延べ面積が１０００㎡
以内の部分は、２０００円／㎡、１０００㎡超～
２０００㎡以内の部分は、１５００円／㎡、２０００㎡
を超える部分は、１０００円／㎡

◆耐震改修工事に要する費用の一部を助
成します

○助成額　１戸当たり５０万円で１棟当たり
２０００万円上限

�
�
�
�
�
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木木造造住住宅宅耐耐震震化化助助成成制制度度
◆専門家による無料簡易耐
震診断を行います

◆耐震診断から改修工事ま
で専門的見地から助言す
る「耐震アドバイザー」
を無料で派遣します

◆木造住宅の精密耐震診断
費用の一部を助成します

○助成額　経費の２分の１の額で１０万円上限
◆木造住宅の耐震改修設計・工事費用の一部を助成します
○助成額　①耐震設計、簡易耐震設計に要した経費の２分の１
の額で１０万円上限、②耐震改修工事（評点１．０以上）に要した
経費の２分の１の額で５０万円上限（高齢者世帯は７０万円上
限）、または簡易耐震改修工事（評点０．７以上等）に要した経
費の２分の１の額で３０万円上限（高齢者世帯は５０万円上限）
◆耐震シェルターや防災ベッドの設置費の一部を助成します
○助成額　設置に要した経費のうち、一般世帯は２分の１で２０
万円上限、高齢者世帯は１０分の９で
５０万円上限
※高齢者世帯とは２０歳以上６５歳未満の
方（障がい等級２級または１級の方
は除く）がいない世帯、かつ、年間
所得が２００万円以下の世帯です。
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８月３０日
～９月５日

�����������������
□問 企画調整課（市制５０周年記念事業担当）��７２４・２１３２

事前にお申し込み下さい
問い合わせ・申し込み会　場イベント名日　時

小・中学生、高校生入場無料、整理券必要
一般の方も入場できますが有料（１，０００円）です
整理券は、当日受付でも配布（販売）します
整理券配布　町田市民ホール　��７２８・４３００
□問 町田シティオペラ協会　��７２９・４３３１
※９月７日（日）の本公演は、Ａ席のみ残席有（３，０００円）

町田市民ホール
※６歳以上のお子さ
んから入場できま
す

［市民協働事業］
オペラ「ルチア」＆プッチーニ
・アニヴァーサリー（生誕１５０周
年）「公開リハーサル」
小・中学生、高校生を無料ご招
待�

９月６日（土）
午後４時３０分
開演

詳細はお問い合わせ下さい。
申し込み　電話で（特）まちだ語り手の会事務局（��７９５
・３０２２）へ（先着２５人）

町田市民文学館こと
ばらんど

［市民協働事業］
町田の民話・再話セミナー
昔話を冊子としてまとめ語れ
るようにするセミナーです

９月１６日（火）
から３月まで
月２回程度

対象　未就学児とその保護者１５組（抽選）
申し込み　住所・氏名（参加者全員）・年齢・電話番号を
記載のうえ、ハガキまたはＦＡＸでお申し込み下さい
〒２０６－８５８６　多摩市南野２－１０－１
締め切り　９月１０日
□問 恵泉女学園大学　教育研究支援センター
��０４２・３７６・８３３９　�０４２・３７６・８２１８

小山小学校
［大学連携事業］
恵泉女学園大学「親子野菜づ
くり教室」

９月２７日（土）
から月１回１２
月まで

費用　２００円（当日徴収）
対象　市内在住、在勤、在学の方
申し込み　９月１１日から電話で受付（先着３０人）
□問 ふるさと町田ガイドボランティアの会・市川
��７３４・６７９３（受付時間：午後６時～９時）

全行程約６km
集合：小田急線玉川
学園前駅改札口
解散：ＪＲ横浜線成
瀬駅午後３時ごろ

［市民協働事業］
ふるさと町田ガイドツアー
「昭和薬科大学薬用植物園と
緑道沿いの自然と歴史を訪ね
て」

１０月３日（金）
午前９時５０分
集合
※雨天は１０月６
日（月）に延期

費用　１００円（当日徴収）
申し込み　１０月１８日までに、ＦＡＸかメールで住所、氏
名、電話番号を書いてお申し込み下さい（先着６０人）
□問 まちだ史考会・友井　�７２５・７９１０、佐藤　bqb０４３３３@ 
nifty.com、高澤　��７３６・３９２２

全行程約８km
集合：ＪＲ横浜線相
原駅西口広場
解散：青少年センタ
ー入り口バス停午
後３時３０分ごろ

［市民協働事業］
まちだ史考会の“郷土まちだ
の歴史散歩”「相原の歴史を
訪ねる」

１０月２５日（土）
午前９時３０分
集合
※雨天は１１月１
日（土）に延期

直接会場においで下さい
問い合わせ先等会　場イベント名日　時

町田市経営診断協会・尾野��７１２・４５４８町田市民フォーラム
３階ホール

［市民協働事業］
シンポジウム「ヒトの集まる
都市経営をめざして」

９月１１日（木）
午後３時～午
後６時

作品を募集しています
問い合わせ・申し込み内容・対象イベント名

作品送付先　〒１９５－００６３、野津田
町３２７２、薬師池公園内町田市フォト
サロン「カワセミ係」 
□問 鶴見川源流カワセミ応援団・小林
　��７９８・２６９３
　町田市フォトサロン　��７３６・８２８１

市内で撮影した「カワセミが写っている自然風景写真」をお送り
下さい。１２月１０日～１５日に町田市フォトサロンに展示します。 
○サイズ　２Ｌ～６つ切り、Ａ４　○応募点数　１人２点まで
○募集期間　９月１０日～１０月１０日 
※写真裏側に応募票（フォトサロン等で配布）を張って下さ
い。都合により、出展作品の点数を限らせていただくことがあ
ります。

［市民協働事業］ 
「市の鳥カワセミのい
る町田の自然」写真展

応募方法の詳細についてはホームペ
ージをご覧下さい。 
http://homepage.kokushikan.ac.jp/asia２１/ 
□問 国士舘大学２１世紀アジア学部事務
室・鈴木　��７３６・１０５０

私たちのアジアを熱く伝えてくれる風景写真を募集します。優
秀作品には、１０月２６日に行われる学部祭「アジア２１」で賞品を
授与します。 
○応募資格　市内在住・在勤の方　○募集期間　１０月６日～１０
日（必着・郵送のみ）※応募写真は返却しません。

［大学連携事業］ 
国士舘大学 
「アジアの写真コンテ
スト」

※詳細は、各団体にお問い合わせ下さい。また、市制５０周年記念事業実行委員会ホームページ（http://www.machida５０.com）
でもイベント情報をご覧いただけます。

※『有機園芸サポーター養成講座』もあわせて開講していま
す。今回５人まで無料で受け入れます。詳細は恵泉女学園
大学ホームページ（http://www.keisen.ac.jp/univ/）でご
確認下さい。応募方法、問い合わせ先等は「親子野菜づく
り教室」と同じです。

新
し
い
制
度
が
ス
タ
ー
ト

助成制度の利用には条件がありますので、事前に
住宅課にお問い合わせ下さい。

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
助
成

住
宅
課
��
７
０
９
・
０
５
７
９

�
７
０
９
・
０
５
８
６

□問
 

特集は「防災」です


